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の
日
程
で
実
施
さ
れ
た
。

以
下
で
は
、
別
表
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
そ

っ
て
各
講
義
の
概
略
と
全
体
討
議
の
模
様
を

簡
単
に
見
て
い
き
た
い
。

多
様
な
視
点
で
学
ぶ
講
義
内
容

「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
国
が
策

定
し
た
基
本
方
針
で
は
、「
低
層
の
公
共
建
築

物
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
木
造
化
を
図
る
」

と
定
め
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
国
や
地
方
公
共

団
体
が
率
先
し
て
進
め
て
き
た
「
建
築
物
の

非
木
造
化
（
不
燃
化
）」
か
ら
の
大
き
な
方
針

転
換
が
な
さ
れ
た
。
国
土
交
通
省
の
米
田
氏

は
、
こ
の
方
針
を
受
け
た
官
庁
営
繕
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、「
木
造
計
画
・
設
計
基
準
」

を
は
じ
め
と
す
る
技
術
基
準
類
の
整
備
を
中

心
に
説
明
し
た
。

東
京
大
学
の
青
木
氏
は
、「
現
在
の
日
本
の

教
育
シ
ス
テ
ム
で
は
、
鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
用
い
る
建

築
材
料
に
関
す
る
教
育
は
行
っ
て
い
て
も
、

木造建築物の
設計・施工のポイント

センター通信／建設研修

と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間
事
業
者

に
対
し
て
も
国
の
方
針
に
即
し
て
主
体
的
な

取
り
組
み
を
促
す
こ
と
で
、
木
材
全
体
の
需

要
の
拡
大
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

「
木
造
建
築
物
の
設
計
・
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

研
修
」
は
、
公
共
建
築
物
等
に
木
材
を
利
用

す
る
あ
た
っ
て
の
計
画
・
設
計
・
施
工
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
技
術

基
準
や
取
組
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
修

得
す
る
内
容
で
、
地
方
自
治
体
職
員
を
中
心

に
三
三
名
が
参
加
し
て
十
一
月
八
日
～
十
日

た
め
、
各
地
で
森
林
の
荒

廃
が
進
み
、
国
土
の
保
全
、

水
源
の
涵
養
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
な
ど
森
の
も
つ

多
面
的
な
機
能
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、
国
産
材
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
で
森
林
や

林
業
の
再
生
を
図
る
た
め
、

平
成
二
二
年
十
月
に
「
公

共
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
は
、
国
が
率
先

し
て
公
共
建
築
物
の
木
造

化
や
木
質
化
に
取
り
組
む

戦
後
、
日
本
各
地
で
造
林
さ
れ
た
多
く
の

人
工
林
が
収
穫
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
木
材

輸
入
の
自
由
化
等
の
影
響
で
国
産
材
の
需
要

が
減
り
、
伐
採
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
た

森
林
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

平成28年度研修 「木造建築物の設計・施工のポイント」時間割
月日 時　間 教科目 講　　師

11/8
（火）

8:30～8:45 受付

8:45～9:30 開講式・オリエンテーション

9:30～11:00 公共建築物等における
木材利用の促進について

国土交通省　官庁営繕部
整備課　木材利用推進室
営繕技術専門官
米田　信年

11:10～14:30 木の特性と木質材料

東京大学　大学院
農学生命科学研究科
生物材料科学専攻
講師　青木　謙治

14:40～17:00 木造建築物の
　　　耐久性とメンテナンス

関東学院大学
建築・環境学部
教授　中島　正夫

11/9
（水）

9:00～10:30 集成材工法の
　　　設計・施工のポイント

有限会社
ティー・イー・コンサルティング
代表　宮林　正幸

10:40～12:00 事例紹介
－地方公共団体の取り組み－

埼玉県　都市整備部　住宅課
総務・民間住宅・マンション担当
主幹　金澤　圭竹

13:00～15:00 木造建築物の設計事例
株式会社
山田憲明構造設計事務所
代表取締役　山田　憲明

15:10～18:00 設計等の留意点
桜設計集団　代表
早稲田大学　理工学研究所
招聘研究員   安井　昇

11/10
（木）

9:00～12:00 設計等の留意点
工学院大学
建築学部　建築学科
教授　河合　直人 

13:0０～15:00  全体討議 

国土交通省　官庁営繕部
整備課　木材利用推進室
営繕技術専門官　米田　信年

工学院大学
建築学部　建築学科
教授　河合　直人
　
東京大学　大学院
農学生命科学研究科
生物材料科学専攻
講師　青木　謙治

桜設計集団代表
早稲田大学　理工学研究所
招聘研究員　安井　昇

15:0０～15:15 閉講式

公共建築物等における木材利用の促進



埼玉県立武道館

大屋根を支える骨組みに日本の伝統的な木造建築をモチーフ
にした木組み（スギ集成材ラーメン構造）を用いている

１～４階が鉄骨造、５・６階が木造のハイブリッド構造で、一
部に県産木材（79㎥）を使用。自然エネルギーを活用した
省CO2の最先端モデル

（埼玉県の木造建築事例より）東部地域振興ふれあい拠点施設（ふれあいキューブ）
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木
質
構
造
や
木
材
、
木
質
材
料
に
関
す
る
教

育
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、

木
材
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
有
し
て
い
な

い
設
計
者
、
技
術
者
が
、
こ
れ
か
ら
木
造
建

築
を
手
が
け
る
場
面
が
出
て
く
る
こ
と
を
意

味
す
る
」
と
の
視
点
に
立
ち
、
木
材
の
強
度
、

耐
久
性
、
主
な
木
材
・
木
質
材
料
の
基
準
や

規
格
等
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

関
東
学
院
大
学
の
中
島
氏
は
、
木
造
建
築

物
の
耐
久
設
計
や
維
持
保
全
の
ポ
イ
ン
ト
を

雨
水
や
シ
ロ
ア
リ
を
原
因
と
す
る
失
敗
事
例

な
ど
も
交
え
て
説
明
。
そ
し
て
、「
木
造
建
築

物
は
建
設
時
の
劣
化
対
策
と
維
持
保
全
に
大

き
く
依
存
し
、
維
持
保
全
も
考
慮
に
入
れ
た

設
計
上
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
し

た
。二

日
目
に
入
る
と
、
テ
ィ
ー
・
イ
ー
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
宮
林
氏
は
、
構
造
用
集

成
材
の
種
類
や
性
能
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
概
要

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
部
材
製
造
か
ら
現

場
施
工
ま
で
集
成
材
工
事
の
施
工
管
理
の
ポ

イ
ン
ト
を
示
し
た
。
ま
た
、
集
成
材
の
材
料

は
欧
州
材
が
中
心
で
国
産
材
を
使
う
と
特
注

に
な
る
と
し
て
、
供
給
体
制
の
課
題
を
挙
げ

た
。埼

玉
県
の
金
澤
氏
は
、「
県
有
施
設
の
木
造

化
・
木
質
化
に
関
す
る
指
針
」
に
そ
っ
て
、

市
町
村
や
民
間
に
も
働
き
か
け
木
材
利
用
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
現
状
を
施
工
事
例

と
と
も
に
紹
介
。
受
講
者
か
ら
は
「
何
の
た

め
に
木
材
を
使
う
の
か
。
地
方
自
治
体
と
し

て
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
方
を
持
た
な
い
と

い
け
な
い
」「
木
材
利
用
に
対
す
る
意
識
が
非

常
に
高
い
と
感
じ
た
。
当
県
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
、
そ
の
取
り
組
み
姿
勢
に
大
き
な
刺
激

を
受
け
た
よ
う
だ
。

山
田
憲
明
構
造
設
計
事
務
所
の
山
田
氏
は
、

中
層
・
大
規
模
木
造
の
「
広
い
」「
高
い
」「
開

放
的
な
」
空
間
を
つ
く
る
構
造
設
計
上
の
工

夫
や
留
意
点
を
事
例
を
交
え
て
紹
介
す
る
と

と
も
に
、そ
の
前
段
階
と
し
て
、木
材
生
産
者
、

施
工
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
専
門
家
か
ら
の

助
言
を
通
し
て
生
産
環
境
の
把
握
に
努
め
る

こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
た
。

桜
設
計
集
団
の
安
井
氏
は
、
木
造
建
築
の

防
耐
火
設
計
（
構
造
躯
体
、
内
装
、
収
納
可

燃
物
）
の
手
法
を
法
令
に
照
ら
し
て
解
説
。

ま
た
、
木
造
三
階
建
て
校
舎
の
実
大
火
災
実

験
の
様
子
を
映
像
で
流
し
、
そ
の
燃
え
広
が

り
方
の
特
徴
を
示
し
な
が
ら
、「
防
耐
火
設
計

で
は
、
内
装
制
限
の
重
要
性
な
ど
燃
え
方
を

ど
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
が
大
切
」
と
指

摘
し
た
。

三
日
目
は
工
学
院
大
学
の
河
合
氏
が
講
義
。

木
造
建
築
物
の
耐
震
性
の
考
え
方
は
、
壁
量
、



●
木
造
建
築
物
に
関
す
る
知
識
が
少
な
か
っ
た

こ
と
に
加
え
、
職
場
に
お
い
て
木
造
建
築
物
を

取
り
扱
う
場
合
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
少
し
で

も
多
く
の
情
報
を
得
た
い
と
思
い
、
こ
の
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
主
に
公
営
住
宅
の
設
計
監
理
業
務
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
木
造
の
公
営
住
宅
は
法

的
に
な
か
な
か
難
し
い
面
も
あ
り
、
集
会
所
程

度
の
規
模
で
し
か
扱
う
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
当
県
で
は
、
今
後
の
公
営
住
宅
は
管
理
戸
数

の
減
少
に
伴
い
、
集
約
建
替
え
等
に
移
行
し
て

い
く
方
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
木
造
の

公
営
住
宅
も
視
野
に
入
れ
て
新
し
く
整
備
し
て

い
け
れ
ば
、
よ
り
一
層
、
木
造
化
に
寄
与
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
県
職
員
）

●
木
造
建
築
物
の
普
及
に
向
け
、
国
が
目
指
し

て
い
る
目
標
や
木
材
利
用
の
促
進
に
か
か
る
背

景
が
よ
く
理
解
で
き
た
研
修
で
し
た
。
ま
た
、

本
市
の
業
務
で
は
木
造
建
築
物
の
設
計
や
施
工

実
例
が
少
な
い
た
め
、
木
材
利
用
の
基
礎
知
識

や
そ
の
後
の
設
計
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
あ
た
っ

て
の
留
意
点
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴

重
な
講
義
を
受
講
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
木
材
を
使
用
し
た
公
共
建
築
物
を
た
だ
普
及

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
木
造
建
築
物
や
内
装
木

質
化
、
家
具
利
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価

値
を
活
か
せ
る
用
途
で
、
長
寿
命
化
や
地
域
特

性
等
も
考
慮
し
、
安
全
な
整
備
に
努
め
た
「
も

の
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。�

（
市
職
員
）

●
近
年
、
公
共
施
設
の
木
造
化
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
経
験
不
足
や
他
構
造
と
の
コ
ス
ト
比

較
か
ら
木
造
建
物
の
建
設
ま
で
い
か
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
な
ぜ
木
造
化

が
必
要
な
の
か
、
ま
た
他
構
造
に
は
な
い
メ
リ

ッ
ト
な
ど
を
学
び
た
い
と
受
講
し
ま
し
た
。

　
木
造
化
に
伴
う
コ
ス
ト
面
の
課
題
は
大
き

く
、
ど
こ
の
自
治
体
で
も
同
様
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
が
、コ
ス
ト
だ
け
の
判
断
で
は
な
く
、

環
境
面
な
ど
建
築
分
野
以
外
の
効
果
ま
で
踏
ま

え
た
構
造
選
択
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
木
造
だ

け
に
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
建
築
規
模
や

用
途
に
合
わ
せ
て
他
構
造
と
の
併
用
な
ど
選
択

肢
を
広
げ
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
市
職
員
）

『
木
造
建
築
物
の
設
計
・
施
工
の
ポ
イ
ン
ト
』
を
受
講
し
て

�

（
受
講
者
の
感
想
文
よ
り
一
部
抜
粋
）

活発な質疑応答が交わされた全体討議
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耐
力
壁
の
配
置
、
接
合
部
、
水
平
構
面
（
床
、

屋
根
）、
地
盤
基
礎
が
重
要
に
な
る
と
し
て
、

地
震
に
よ
る
被
害
例
や
振
動
実
験
の
映
像
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
弱
点
や
補
強
の
ポ
イ
ン
ト
を

示
し
た
。
こ
の
後
、「
木
造
計
画
・
設
計
基
準
」

等
に
基
づ
い
て
、
構
造
設
計
、
構
造
計
算
の

基
本
的
手
法
や
留
意
事
項
を
解
説
し
た
。

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

全
体
討
議

全
体
討
議
は
、
受
講
者
各
自
が
日
ご
ろ
の

業
務
で
抱
え
て
い
る
木
造
建
築
物
に
関
す
る

疑
問
点
や
問
題
点
を
、
米
田
氏
、
青
木
氏
、

安
井
氏
、
河
合
氏
の
四
講
師
が
回
答
す
る
質

疑
応
答
形
式
で
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
一
例
を

挙
げ
る
と
、「
木
造
を
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、

特
に
コ
ス
ト
面
で
事
業
主
体
と
な
る
部
局
や

財
政
部
局
と
の
折
衝
に
労
力
を
費
や
す
こ
と

が
少
な
く
な
い
。
建
築
的
な
観
点
か
ら
説
得

す
る
い
い
方
法
が
あ
れ
ば
」
と
の
質
問
に
対

し
て
、
講
師
か
ら
は
次
の
よ
う
な
回
答
が
あ

っ
た
。

「
機
能
で
見
て
い
く
と
、
最
終
的
に
は
ど
う

し
て
も
コ
ス
ト
に
行
き
着
い
て
し
ま
う
。
林

政
部
局
な
ら
木
材
活
用
の
公
的
役
割
と
い
う

観
点
か
ら
説
明
す
る
だ
ろ
う
が
、
建
築
的
に

は
例
え
ば
意
匠
性
と
か
コ
ス
ト
に
落
と
せ
な

い
部
分
で
説
明
し
て
い
く
の
か
な
と
思
う
」

「
建
築
と
は
や
や
ず
れ
る
が
、
地
震
の
後
の

応
急
仮
設
、
熊
本
で
も
木
造
で
け
っ
こ
う
建

て
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
被
災
者
の

皆
さ
ん
は
や
は
り
木
造
が
い
い
と
言
う
。
当

然
、
プ
レ
ハ
ブ
と
の
比
較
な
の
で
住
み
心
地

に
は
差
が
で
る
だ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
使
う

人
、
あ
る
い
は
周
り
の
人
、
お
金
を
出
す
人

の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
い
く
工
夫
も
大
事
で

は
な
い
か
」

「
木
造
と
Ｒ
Ｃ
鉄
骨
造
を
比
較
す
る
と
、
木

造
は
地
元
材
を
使
い
、
施
工
も
地
元
の
大
工

さ
ん
な
ら
お
金
は
地
元
に
落
ち
る
。
一
方
、

Ｒ
Ｃ
鉄
骨
造
だ
と
、
例
え
ば
東
京
か
ら
大
手

が
や
っ
て
き
て
東
京
に
お
金
を
持
っ
て
い
っ

て
し
ま
う
。
木
造
は
コ
ス
ト
で
は
勝
て
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
お
金
の
回
り
方
に
違
い

が
あ
る
と
い
う
の
も
説
得
材
料
に
な
る
と
思

う
」こ

の
ほ
か
に
も
、
木
造
化
の
メ
リ
ッ
ト
、
耐

震
性
や
耐
火
性
、
耐
久
性
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

木
材
の
供
給
体
制
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
受

講
者
の
質
問
は
多
岐
に
わ
た
り
、
各
講
師
か

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
が
あ
り
、
三
日
間
の

研
修
を
終
え
た
。

☆
本
研
修
の
お
問
い
合
せ
は
、
当
セ
ン
タ
ー
研
修
局

（
〇
四
二

三
二
四

五
三
一
五
）
ま
で
ど
う
ぞ
。
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